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 香川県の露地ギクでは、２０００年頃からオンブバッタによる葉の食害が増加している。被害が生じ

る夏季には、キク圃場に隣接した雑草地でオンブバッタが容易に発見され、雑草地に接した畝で食害が

散見されることから、雑草地で繁殖した幼虫と成虫が圃場に侵入して加害していることが推察される。

このような状況では、圃場と雑草地の間に障壁をおいて侵入を防止することが有効な防除法になると思

われる。そこで、障壁にネットを用いることを想定し、オンブバッタが通過できない目合いの大きさを検

討した。さらに、１㎜目合いのネットを用い、侵入防止に関する若干の検討を行った。 
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